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  オリーブおよびユーカリ切り枝の観賞期間 

［要約］ オリーブ切り枝の観賞期間は品種間差があり、‘コロネイキ’、‘マンザニ

ロ’は長く、‘ネバディロブランコ’、‘ピクアル’は短い。観賞期間が短い品種は品質

保持剤を加えることにより、夏期は２～５日、秋期は 10 日程度延長できる。ユーカリ

切り枝の観賞期間は品種間差が小さく、夏期は‘グニー’が‘シルバーダラー’、‘ポ

リアンセモス’より２日長い。夏期の観賞期間は品質保持剤を加えることにより、２

～３日程度延長できる。 
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［背景・ねらい］ 

 フラワーアレンジ素材など実需者のニーズの変化に伴い、新たな切り枝品目が産地から

望まれている。そこで、近年観賞樹として利用が増加している樹種等から新たな切り枝品

目として、オリーブおよびユーカリについて観賞期間を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ オリーブ切り枝の観賞期間は、夏期は‘コラティナ’、‘コロネイキ’、‘マン

ザニロ’、‘ルッカ’で15日程度と長く、‘ネバディロブランコ’、‘ピクアル’

はそれよりも４～６日短い（図１Ａ）。秋期は‘アルベキナ’、‘コロネイキ’、

‘ピッチョリーネ’、‘マンザニロ’で18日程度と長く、‘コラティナ’、‘ネバ

ディロブランコ’、‘ピクアル’はそれよりも４日程度短い（図１Ｂ）。 

２ オリーブ切り枝の水揚げを改善する品質保持剤を活け水に加えることにより、観

賞期間が短い品種も夏期は２～５日、秋期は10日延長できる（図１）。 

３ ユーカリ切り枝の観賞期間は品種間差が小さく、春期および秋期では23～25日と

長く、夏期は‘グニー’が10日程度で‘シルバーダラー’、‘ポリアンセモス’よ

り２日長い。（図２一部データ省略）。 

４ ユーカリ切り枝へ品質保持剤を加えることにより、夏期の観賞期間を２～３日程

度延長できる（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 実需者による利用を想定し、活け水は水道水を、品質保持剤は華の精（枝も

の）50倍溶液を用い、室温は成り行きとした。試験期間中の平均気温は、夏期2

7℃、秋期19℃、春期16℃である。 

２ 夏期（６～７月）は観賞開始から15日目、秋期（10～11月）および春期（３～

４月）は25日目で調査を終了している。 

３ 切り枝を活け水に浸漬する際に、水中で切り口を１㎝切り戻している。 



［具体的データ］ 
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図２ ユーカリ切り枝の品種と活け水の違いが観賞期間に及ぼす影響 

Ａ 夏期（7 月 14 日～29 日）、Ｂ 春期（3 月 16 日～４月 10 日） 
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図１ オリーブ切り枝の品種と活け水の違いが観賞期間に及ぼす影響 

Ａ 夏期（６月 29 日～７月 14 日）、Ｂ 秋期（10 月 14 日～11 月８日） 


